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（１）現状と課題 
 ・市域の４分の１を農地が占める 

 ・経営耕地面積の９５％が水田  県内屈指の穀倉地帯 

 ・米政策の大転換期により影響が懸念 

 ・稲作主体からの転換が急務 

  → 複合経営化、周年農業化、６次産業化等の推進 

図1-1 大仙市経営耕地面積の推移 

１．大仙市の農業の現状と課題 

（２）施策展開の方向  

 ①大仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略 
 【基本目標１】地域資源を活かす産業の振興 

 ・戦略作物を安定的に供給できる産地形成 

 ・収益性の高い地域農業の確立 

 

 ②第３次大仙市農業振興計画 
 【施策の展開方向】 
 ・６次産業化に取組やすい環境づくり 
 ・地場農産物を使った新商品の開発 

    こうした現状を受け 
    需要があり 
    生産拡大の可能性がある 

「いぶりがっこ」 
              に着目 

☆平成30年度から「農業」と「食」をテーマにした新たな地域活性化構想の策定 



図2-1 主要産地の漬物出荷額の推移(工業統計調査)      単位：百万円  

製造本数(約278万本)の７割が大仙市産 
(H26秋田県農業試験場調査） 

 約２００万本 

○ 漬物業界全体の市場規模が縮小する中、秋田県産漬物の出荷額は総じて増加 

○ しかし、全国の中では他県に大きく水をあけられている状況 

○ 秋田県全体のいぶりがっこ製造本数のうち大仙市産は約７割 

○ 「いぶりがっこ」に対する評価の高まり（マスコミ・食品メーカーから注目） 

図2-2 いぶりがっこ生産販売状況（H29秋田県農業試験場調査）  

 原料大根のうち県外産が約２５万本 

２．いぶりがっこの可能性 

「いぶりがっこ」は 
 大仙市の 
 大きな「強み」 

１ 



「いぶりがっこ」増産に向けた問題・課題     ○原料大根の大量・安定調達が困難     ○労働力不足、後継者不足     ○収穫や洗浄などの作業が重労働     ○製造・経営規模が小さく、生産が需要に追いつかない状況     ○機械に対する新たな投資が困難 輸送コスト高     ○１０月から翌年１月までの間、品薄・欠品状態（推計約１４０万本） 

３．産地化へ向けた挑戦 

 「いぶりがっこ」を成長の可能性がある農産加工品として捉え、 

 全国規模の産地化を図り、持続可能な自立した産業として定着を目指す 

「いぶりがっこ」産地化へ      

課題を解消し          「強み」を最大限活かす 



４．産地化へ向けた取組 
 （１）大仙市「いぶりがっこ」産地化協議会の設立   
○ 大仙市産「いぶりがっこ」の生産振興を目的に設立 (Ｈ３０．６．２９) 
 
 
○ いぶりがっこの生産販売に係わる各種機関、団体等で構成 → 官民連携 

関係機関等に期待される役割 
○ＪＡ秋田おばこ  ・・・ 栽培方法等の指導             

○ＪＲ東日本     ・・・ 独自販売ルート等の流通強化･ 工場建設※１ 

○大曲商工会議所  ・・・ ６次産業化、製造業者等への経営アドバイス 等 

○北都銀行       ・・・ 機械化等に伴う資金調達、市場動向等の情報提供 

○既存製造業者   ・・・ 技術的助言、 GI※２登録申請（Ｒ１.５登録） 

○秋田県仙北地域振興局・・・ 関連機関等の調整、情報提供 等 

○大仙市        ・・・ 原料大根の増産、工場用地の整備支援 等 

２ 

※１・・・工場建設は新法人 

      （ ≠産地化協議会） 

※２・・・地理的表示保護制度 



 大仙市いぶりがっこ産地化事業 ［大仙市の取組］ 
  ［取組内容］    ①大規模生産に向けた調査研究   ・・・ Ｈ30～Ｒ1    ②原料大根供給の体制づくり    ・・・ 〃     ③産地化に向けた機運の醸成    ・・・ Ｈ30     ④大仙市産ブランドの確立推進   ・・・   Ｒ1    ⑤販路拡大の推進         ・・・ Ｒ2    ⑥いぶり文化の継承と観光活用   ・・・ 〃 
    ［財  源］    地方創生推進交付金 の活用（事業費の１／２補助）    〈全体計画額 3年間〉  ９，４３５千円  （事業費ベース １８，８７０千円）        ・ H30実績額    ２，２３１千円  （事業費ベース    ４，４６２千円）              ［数値目標］ 原料大根１００万本の増産 

５．成長的農作物を活用した 
        発酵食ＩＢＵＲＩプロジェクト 



平成３０年度の具体的な取組 
    
   ○大根の栽培研究（2,862千円※加工分析調査含む）  

 
  
 ・秋田県立大学へ研究委託 

 
 ・市内８ほ場で品種別栽培試験、後作研究、ほ場整備地での適性確認 

 
 ・生産マニュアルの作成 
  
○いぶりがっこ加工分析調査 
 
 ・秋田県総合研究センターへ委託 
 
 ・「栽培研究」で栽培した大根で「いぶりがっこ」を製造し、栽培試験結果との関連性を確認 
 
    分析項目 ／ アミノ酸、PHなど５項目 
  
○研究発表会の開催（412千円） 
 
 ・「大根の栽培研究」及び「いぶりがっこ加工分析調査」結果の発表 
  
○市場動向調査（1,188千円） 
 
 ・(株) フィデア総合研究所へ委託 
 
 ・いぶりがっこの流通ルートや市場動向の把握など 
 

○６次産業化セミナーの開催    
 ・平成３１年２月２０日（水） 
 ・第１部 ６次産業化基礎セミナー 
 ・第２部 「いぶりがっこ産地が取り組む６次産業化」トークセッション  
 ３ 



ＫＰＩ 

Ｈ２９ Ｈ３０ 
増加分 

Ｒ１ 
増加分 

Ｒ２ 
増加分 

増加分 
累計 

備 考 

①原料大根生産量 
 (ｔ) 

目標 47 ０ ０ 75 75 

実績 47 ０ 

②二次商品数 
 (個) 

目標 ０ ０ ２ １ 3 

実績 ０ ０ 

③いぶがっこ製造工場 
 観光客入込客数 (人) 

目標 ０ ０ ０ 820 820 

実績 ０ ０ 

④二次商品 
 売上金額 (千円) 

目標 ０ ０ ０ 2,684 2,684 

実績 ０ ０ 

重要業績評価指標（ＫＰＩ）   

 実施状況に関する客観的な指標   



４ 

【KPIによる事業検証】 

［ＫＰＩ①について］ 

   Ｒ２年度に本格的な生産拡大を図ることとしており、指標として成果が現れ

るのはＲ２年以降となる。 

［ＫＰＩ②について］ 

   大仙市産ブランドの確立に向けた取組のひとつとして、Ｒ１年度に二次商品

の開発を行うこととしている。 

［ＫＰＩ③について］ 

    いぶり文化の継承と観光推進の取組として、今後、新法人により建設が予

定されている工場での製造体験を想定していることから、指標による成果はＲ

２年以降となる。 

［ＫＰＩ④について］ 

   ②の商品開発後の販売売上金を想定しいることから、成果はＲ２年以降

となる。 


